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お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）
檜
山
靖
洋

　
　

潮
干
狩
り
の
季
節

　

酒
蒸
し
、
み
そ
汁
、
バ
タ
ー
炒
め
、
ボ
ン

ゴ
レ
ビ
ア
ン
コ
と
い
え
ば
、
ア
サ
リ
料
理
で

す
ね
。
こ
れ
か
ら
潮
干
狩
り
の
季
節
に
な
り

ま
す
。

　

潮
干
狩
り
は
、
潮
の
満
ち
引
き
に
左
右
さ

れ
、
で
き
る
と
き
と
で
き
な
い
と
き
が
あ
り

ま
す
。
潮
が
引
い
た
時
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
の

で
、
明
る
い
昼
間
に
干
潮
に
な
る
日
を
選
び

ま
し
ょ
う
。
だ
い
た
い
１
日
に
２
回
ず
つ
満

潮
と
干
潮
が
あ
り
ま
す
。
お
休
み
の
予
定
と

合
わ
せ
て
、
昼
間
に
干
潮
時
刻
が
来
る
日
を

調
べ
て
、
潮
干
狩
り
の
計
画
を
立
て
て
く
だ

さ
い
。
大
潮
の
時
期
な
ら
、
よ
り
大
き
く
潮

が
引
く
の
で
、
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

潮
干
狩
り
の
注
意
と
し
て
は
、
日
差
し
が

強
い
日
や
少
し
暑
く
な
る
日
は
小
ま
め
に
水

分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。
暑
い
か
ら
と
い
っ
て

夏
の
よ
う
に
海
水
浴
を
し
て
し
ま
う
と
、
真

夏
ほ
ど
気
温
が
高
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
風
も
冷
た
い
で
す
か
ら
、
体
が
一
気
に

冷
え
て
し
ま
い
ま
す
。
小
さ
い
お
子
さ
ん
な

ど
注
意
し
て
見
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

十
二
月
定
例
理
事
会　

十
二
月
二
十
五
日

一
、
令
和
二
年
度
購
買
手
数
料
率
の
設
定

　
に
つ
い
て

　
　

手
数
料
率
の
他
、
未
収
金
の
決
済
、

　

業
者
へ
の
未
払
金
の
支
払
、
期
限
経
過

　

未
収
金
へ
の
利
息
の
付
加
に
つ
い
て
審

　

議
し
ま
し
た
。

二
、
令
和
二
年
度
販
売
手
数
料
率
の
設
定

　
に
つ
い
て

　
　

果
樹
、
野
菜
等
の
販
売
手
数
料
率
に

　

つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

三
、
支
所
統
廃
合
に
つ
い
て

　
　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
山
梨
中
期
戦
略
の
取
組

　

方
向
と
し
て
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤

　

の
確
立
強
化
に
向
け
て
「
店
舗
・
Ａ
Ｔ

　

Ｍ
再
編
に
か
か
る
取
組
方
針
」
を
組
織

　

決
定
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

　

・
信
用
共
済
事
業
は
店
舗
機
能
集
約
を

　
　

実
施
し
、
業
務
・
事
務
の
効
率
化
を

　
　

図
る
。

　
　
（
令
和
３
年
２
月
よ
り
１
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

１
店
舗
）

　

・
経
済
事
業
は
経
済
事
業
利
益
に
目
標

　
　

値
（
赤
字
幅
の
圧
縮
、
黒
字
幅
の
拡

　
　

大
）
な
ど
を
設
定
し
収
益
力
向
上
を

　
　

め
ざ
す
。

　

・
経
済
事
業
に
つ
い
て
も
収
益
性
を
考

　
　

慮
し
た
う
え
で
、
不
採
算
店
舗
に
つ

　
　

い
て
は
店
舗
集
約
を
計
画
・
実
施
す

　
　

る
。（
令
和
５
年
２
月
を
目
標
）

　

・
販
売
事
業
を
中
心
と
し
た
事
業
伸
長

　
　

と
す
べ
て
の
事
業
に
わ
た
る
効
率

　
　

化
・
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む
。

　
　

以
上
基
本
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　

審
議
し
ま
し
た
。

一
月
定
例
理
事
会　
　
　

一
月
二
十
八
日

一
、
支
所
統
廃
合
に
つ
い
て

　
　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
山
梨
よ
り
示
さ
れ
た
店

　

舗
条
件
を
ク
リ
ア
で
き
、
且
つ
安
定
し

　

た
経
営
基
盤
の
確
立
に
向
け
令
和
３
年

　

２
月
よ
り
１
ブ
ロ
ッ
ク
１
店
舗
に
信
用

　

共
済
店
舗
集
約
し
業
務
・
事
務
効
率
化

　

を
図
る
こ
と
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
毎
の
主
幹

　

店
舗
等
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

二
、
令
和
二
年
度
内
部
監
査
実
施
計
画

　（
案
）
に
つ
い
て

　
　

内
部
監
査
規
程
に
準
拠
し
、各
店
舗
・

　

部
署
に
お
け
る
会
計
処
理
及
び
事
務
処

　

理
等
の
業
務
の
執
行
が
定
款
・
規
約
・

　

諸
規
程
・
事
業
計
画
・
理
事
会
で
定
め

　

た
方
針
に
則
っ
て
適
正
か
つ
能
率
的
に

　

実
施
さ
れ
て
い
る
か
を
検
証
し
、
改
善

　

を
要
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
適
切
に
指

　

導
を
行
う
こ
と
を
監
査
の
基
本
方
針
と

　

す
る
内
部
監
査
の
日
程
等
に
つ
い
て
審

　

議
し
ま
し
た
。

三
、
令
和
二
年
度
各
部
事
業
計
画
骨
子
の

　
承
認
に
つ
い
て

　
　

各
部
よ
り
の
事
業
方
針
、
事
業
計
画

　

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

四
、
令
和
二
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
及
び

　
運
用
計
画
に
つ
い
て

　
　

安
全
性
、
流
動
性
を
重
視
し
つ
つ
中

　

長
期
的
に
収
支
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

　

的
と
す
る
等
を
基
本
方
針
と
し
、
国
債

　

等
の
運
用
方
法
、
運
用
方
針
等
を
審
議

　

し
ま
し
た
。

五
、
令
和
二
年
度
同
一
人
に
対
す
る
信
用

　
供
与
等
の
最
高
限
度
額
及
び
貸
付
金
利

　
率
の
決
定
に
つ
い
て

　
　

組
合
員
等
に
対
す
る
信
用
供
与
、
貸

　

付
金
利
率
等
の
最
高
限
度
等
に
つ
い
て

　

審
議
ま
し
た
。

六
、
令
和
二
年
度
借
入
金
の
最
高
限
度
額

　
決
定
に
つ
い
て

　
　

当
組
合
が
行
う
借
入
金
の
金
額
に
つ

　

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

七
、
出
資
口
数
の
減
口
に
つ
い
て

　
　

出
資
口
数
の
減
口
に
つ
い
て
は
定
款

　

第
21
条
の
定
め
に
よ
り
理
事
会
決
議
事

　

項
と
な
る
た
め
、
減
口
要
請
に
つ
い
て

　

審
議
し
ま
し
た
。

八
、
諸
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
　

職
員
厚
生
資
金
貸
付
に
お
け
る
当
組

　

合
の
債
権
保
全
の
観
点
か
ら
、
貸
付
限

　

度
額
を
退
職
給
与
引
当
金
の
範
囲
内
に

　

変
更
す
る
職
員
厚
生
資
金
貸
付
規
程
の

　

一
部
変
更
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

九
、
貸
付
決
裁
権
限
表
の
全
面
改
定
に
つ

　
い
て

　
　

今
般
の
農
協
改
革
に
よ
り
営
業
部
門

　

と
審
査
部
門
の
分
離
が
行
わ
れ
た
こ
と

　

に
よ
り
、
体
制
の
整
備
を
行
う
こ
と
を

　

変
更
理
由
と
し
た
貸
付
決
裁
権
限
表
の

　

全
面
改
定
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

十
、
令
和
元
年
度
決
算
に
伴
う
直
接
償
却

　
債
権
の
承
認
に
つ
い
て

　
　

貸
出
金
に
お
け
る
償
却
案
件
お
よ
び

　

購
買
未
収
金
に
お
け
る
償
却
案
件
に
つ

　

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

十
一
、一
宮
南
地
区
統
合
共
選
所
駐
車
場

　
撤
去
に
つ
い
て

　
　

駐
車
場
撤
去
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

　

た
。

十
二
、
参
事
の
任
免
に
つ
い
て

　
　

現
参
事
の
三
月
末
退
職
に
伴
う
参
事

　

の
任
免
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　
以
上
議
案
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
原
案

通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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中
道
支
所
女
性
部

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

12
月
13
日
、
当
Ｊ
Ａ
中
道
支
所
女
性

部
は
、
中
道
南
集
出
荷
所
で
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
行
い
ま
し

た
。

　

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

連
盟
認
定
講
師
の
中
込
さ
ん
を
先
生
に

招
き
、
同
部
員
23
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
教
室
は
、
バ
ラ
、
ト
ル
コ
キ

キ
ョ
ウ
、
ク
ジ
ャ
ク
ヒ
バ
な
ど
８
種
の

花
を
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。　

　

中
込
先
生
は
「
メ
カ
ニ
カ
ル
ポ
イ
ン

ト
（
中
心
）
を
決
め
て
そ
の
一
点
に
向

か
っ
て
花
を
挿
す
こ
と
が
大
事
。
基
本

が
出
来
た
ら
あ
と
は
自
分
の
セ
ン
ス
で

す
。
」
と
話
し
ま
し
た
。
部
員
は
、
花

の
配
置
に
悩
み
な
が
ら
も
楽
し
く
ア
レ

ン
ジ
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

コ
マ
作
り
と
餅
つ
き
大
会
・

閉
校
式
開
催　

　

12
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ
は
、
当
Ｊ
Ａ
本
所
で
、
コ
マ
作

り
と
餅
つ
き
大
会
、
本
年
度
の
閉
校
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
保
護

者
、
石
原
常
務
、
当
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約

70
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
マ
作
り
は
、
講
師
に
笛
吹
市
御
坂

町
、
「
お
ら
ん
と
う
の
森
」
福
嶋
孝
一

様
を
招
き
、
作
り
方
を
全
員
に
分
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
、
「
初
め
て
自
分
で
コ
マ
を
作

っ
た
。
コ
マ
の
重
心
を
出
す
の
が
難
し

か
っ
た
。
次
は
も
っ
と
き
れ
い
に
回
る

よ
う
に
作
り
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
青
空
の
も
と
餅
つ
き
大
会

を
行
い
、
そ
の
場
で
つ
き
た
て
の
お
餅

と
豚
汁
を
試
食
し
ク
ラ
ブ
員
は
大
満
足

で
し
た
。
餅
つ
き
大
会
終
了
後
に
閉
校

式
を
行
い
、
一
年
間
の
活
動
に
つ
い
て

振
り
返
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
す
べ
て
終

了
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

富
士
見
支
所
女
性
部

冬
の
寄
せ
植
え
教
室　

　

12
月
18
日
、
当
Ｊ
Ａ
富
士
見
支
所
女

性
部
は
、
富
士
見
支
所
２
階
で
寄
せ
植

え
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
「
フ
ァ
ー
ム
フ
ラ
ワ
ー
ナ
カ

ザ
ワ
」
の
中
澤
講
師
を
招
き
、
同
部
員

約
20
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
せ
植
え
は
シ
ロ
タ
エ
ギ
ク

や
ユ
リ
オ
プ
ス
デ
ー
ジ
ー
な
ど
６
種
を

植
え
ま
し
た
。
管
理
が
良
け
れ
ば
再
来

年
も
咲
く
そ
う
で
す
。

　

部
員
の
皆
さ
ん
は
笑
顔
で
そ
れ
ぞ
れ

の
寄
せ
植
え
作
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部
員

モ
モ
の
剪
定
学
ぶ　

　

12
月
24
日
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部

は
八
代
町
増
田
地
区
の
圃
場
で
行
わ
れ

た
青
年
部
主
催
の
モ
モ
の
整
枝
剪
定
講

習
会
へ
参
加
し
ま
し
た
。

　

峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー
の
佐
藤
リ

ー
ダ
ー
が
指
導
に
あ
た
り
同
部
員
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
剪
定
講
習
会
に
つ
い
て
佐
藤

リ
ー
ダ
ー
は
「
昨
年
、
せ
ん
孔
細
菌
病
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が
多
発
し
枝
病
斑
が
出
て
い
る
枝
が
見

受
け
ら
れ
る
た
め
、
枝
を
よ
く
見
な
が

ら
病
斑
の
あ
る
枝
を
優
先
的
に
せ
ん
除

し
、
圃
場
外
へ
持
ち
出
し
処
分
す
る
。

ま
た
、
春
先
に
も
せ
ん
除
す
る
可
能
性

も
あ
る
の
で
、
剪
定
時
に
は
通
常
よ
り

も
結
果
枝
を
１
～
２
割
多
く
残
す
こ
と

も
重
要
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

一
宮
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部　

お
正
月

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　

12
月
26
日
、
当
Ｊ
Ａ
一
宮
ブ
ロ
ッ
ク

女
性
部
は
、
正
月
に
向
け
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
に
「
フ
ル
ー
ル
夢
工
房
」
の
鶴

田
さ
ん
を
招
き
、
同
部
員
32
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
松
・
塗
り
柳
・
鉄
砲
ユ

リ
・
葉
ボ
タ
ン
な
ど
を
生
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
部
の
方
た
ち
は
、
素

晴
ら
し
い
新
年
が
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

鮮
や
か
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
製
作
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
央
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部

ア
ロ
マ
ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
作
り　

　

１
月
16
日
、
当
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
女
性

部
は
、
本
所
２
階
で
「
ひ
と
吹
き
で
お

部
屋
さ
わ
や
か
ア
ロ
マ
ル
ー
ム
ス
プ
レ

ー
作
り
教
室
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

講
師
に
山
梨
県
厚
生
連
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
の
青
柳
さ
ん
を
招
き
、
同
部
員

21
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

植
物
の
花
、
葉
、
果
皮
な
ど
か
ら
抽

出
し
た
「
精
油
」
（
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

オ
イ
ル
）
100
％
天
然
の
芳
香
物
質
を
使

い
ま
し
た
。
フ
ロ
ー
ラ
ル
系
、
ハ
ー
ブ

系
、
柑
橘
系
な
ど
特
徴
が
異
な
る
７
種

類
か
ら
好
み
の
精
油
を
ブ
レ
ン
ド
し
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ル
ー
ム
ス
プ
レ
ー
を
作
り

ま
し
た
。　

　

部
員
の
方
々
は
、
寝
室
、
リ
ビ
ン
グ

な
ど
部
屋
に
合
わ
せ
た
香
り
の
調
合
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
事
業
進
発
大
会
開
催

　

２
月
４
日
、
５
日
の
２
回
に
分
け
本

所
２
階
大
会
議
室
で
、
常
勤
役
員
及
び

全
職
員
が
集
ま
り
、
令
和
２
年
度
事
業

進
発
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
及
び
目
標

に
つ
い
て
各
部
長
が
説
明
を
行
い
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
研
修
及
び
社
会
保

険
労
務
士
に
よ
る
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

日
本
一
早
い
桃
の
花
見

ハ
ウ
ス
内
は
春
爛
漫　

　

２
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
と
笛
吹

市
観
光
商
工
課
は
14
日
、
笛
吹
市
の
石

和
町
富
士
見
地
区
で
、
毎
年
恒
例
の
日

本
一
早
く
桃
の
花
見
が
出
来
る
ハ
ウ
ス

桃
宴
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
31
回
目
と
な
り
、
開
宴
式
で

は
山
下
市
長
は
じ
め
小
池
組
合
長
な
ど

関
係
者
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

同
市
の
石
和
町
文
化
協
会
の
茶
道
部
に

よ
る
お
茶
が
振
舞
わ
れ
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
桃
宴
は
１
９
９
０
年
か
ら
、

同
地
区
の
ハ
ウ
ス
桃
の
生
産
者
ら
が
協

力
し
行
っ
て
い
ま
す
。

　

開
宴
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
、
河

野
幸
雄
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
桃
園
の
室
温

は
、
23
度
前
後
に
保
た
れ
、
10
ア
ー
ル

の
広
さ
に
24
本
の
日
川
白
鳳
他
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
１
月
上
旬
か
ら
加
温
を

始
め
、
現
在
２
、
３
分
咲
き
ほ
ど
で

す
。

　

河
野
さ
ん
は
「
今
年
は
暖
冬
で
、
低

温
積
算
時
間
が
稼
げ
な
か
っ
た
が
、
温

度
管
理
を
徹
底
し
た
た
め
花
見
に
間
に

合
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

一
足
先
に
山
梨
の
春
を
み
な
さ
ん
に
お

届
け
し
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



　３月下旬になるとスモモやモモは、開花期を迎え、本格的な栽培のスタートとなります。
　昨年は３月下旬、４月上旬に幾度か氷点下まで気温が低下し、特にスモモを中心とした落葉
果樹において結実不良を招き、経営の大きなダメージとなりました。
　立木果樹の中でもスモモは開花が早く、特に凍霜害を受けやすくなります。まずは、栽培管
理でもっとも重要となる開花期の天候に注意しながら、万全な対策でしっかりと結実を確保し
ましょう。
　
　凍霜害の発生しやすい天候は、日本付近が移動性高気圧に覆われ、寒気が流れ込むとともに
放射冷却が起こるような条件の時です。
　たとえ夕方に雨が降っていても夜半にこのような気圧配置になるような場合は、翌朝の降霜
に注意が必要です。

　凍霜害が発生しやすい気象条件
　①降雨後で肌寒い北寄りの風が吹く。
　②夕方になり風がやむ。
　③夜になり晴れ上がり、雲がなく、星が輝き、底冷えがする。
　また乾燥条件下では気温が急激に低下しやすいので、注意が必要です。

凍霜害対策の防除ポイント
【事前対策】
①発生が心配される年には、摘花や摘果を遅らせる。
②発生の危険温度になることが見込まれる場合は「シモコン」等の燃焼法を用いる。
③ほ場の乾燥は凍霜害を助長するため、日頃から樹体の水分を高めるとともに十分なかん水を
　行う。

【空き缶に燃料を入れる燃焼法】
◦燃料は煙の少ない灯油を使用する。
◦ 10 ａ当たり 30 カ所程度設置する。
◦１℃前後になったら燃焼を始める。
◦気温が上昇し危険が去った時点で
　消火するように燃料の量を調整する。
※古タイヤ、廃油、チップ等のバイ煙が多
　量に発生する資材の燃焼は法律や条例で
　禁止されているので絶対に燃やさない。

目通り付近の高さの被害が最も大きいため棚栽培においては「シモコン」による対策が有効です。

４箇所くらいに鉛筆の太さ程度の
空気穴（穴を開けなくても良い）

カンナ屑や木切れや新聞紙
を丸めて芯にする

灯　油
・１リットルあたり1.5 ～２時間
燃焼する
・太陽が出て気温が上昇するま
で燃焼し続ける量を確保する

４～５リットルの容器の空き缶

果樹の凍霜害対策について



スモモの花の耐寒性
開花期の低温許容限界（低温により雌ずいの褐変・枯死が４０％に達した時の温度）

単位：℃

品種
生育ステージ

発蕾期 蕾期 満開期

大石早生 －２～－３ －２～－３ －２～－３

ソルダム － 5 以上 －４～－５ －３～－４

太陽 － 4 以上 －３ －２～－３
発蕾期：蕾が分離し、がく片が黄緑色になる時期
蕾　期：すべての蕾が白くなった時期
満開期：８０％開花した時期

【事後対策】
①下向きの花や樹冠上部の花、遅れて開花する花を中心にていねいに人工授粉を行い、結実を確
　保する。
②被害を受けた場合、予備摘果は果形が確認できる満開後 30 日頃を目安に実施する。
③被害が大きい場合には、着果位置や変形果、小玉果等にこだわらず着果量を確保する。

果樹栽培者へ事業のお知らせ
●果樹経営支援対策事業（国の事業）
　①　優良品目・品種への転換（改植・新植）
　　　　　改植・補植改植　補助率　１７万円／１０ａ（定額）
　　　　　新植　補助率　１／２以内（定率）　（下限面積２ａ以上）
　　　　※転換元と同じ品種への改植は補助対象外です
　②　小規模園地整備（園内道の整備・傾斜地の緩和・灌水設備等）
　　　　　補助率　１／２以内（定率）　（下限面積１０ａ以上）

●果樹未収益期間支援事業
　①　果樹未収益期間の栽培管理経費の支援事業
　　　　　上記の改植事業を行う事が要件。
　　　　　　　　　果樹：５５, ０００円／１０a ×改植の翌年から４年分　（下限面積２ａ以上）
※本事業を使って改植等を考えの方は、提出書類が承認されるまで、作業を行わないでください。
※農振農用地（青地農地）が対象です。

※令和２年度も、１次（終了）、２次募集のみです。

書類提出先：各支所指導課

   ※お問い合わせ先　　ＪＡふえふき各支所　指導課



▼周辺の農作物を確認して使用する薬剤を選択しましょう。

▼薬剤の使用方法等の確認をしましょう。
使い慣れた薬剤であっても、必ずラベルは読み直してください。登録内容が変わっていることもあります。
「作物名」、「収穫前日数」、「倍率」、「使用方法」は、大丈夫ですか？
また、使用する薬剤に農林水産省の登録番号の記載があることも確認してください。

▼近隣の生産者・住民への情報伝達をしましょう。
普段から農薬散布予定や収穫時期などの連絡を取り合い、お互いに十分注意しあいましょう。
収穫間近の農作物がある場合は、可能であれば収穫が終わるまで散布を待つことも検討してください。

▼散布器具の点検をしましょう。
前回散布した薬液が混入すると残留基準値を超える危険があります。
タンクやホースの中に前回の薬液が残っていないか必ず確認してください。

▼風の向きや強さに注意しましょう。
薬液が近隣のほ場や住宅に飛散しないように注意してください。
散布作業は早朝など風のない時間帯にしてください。風が出てきたら作業は中断してください。

▼散布液量や圧力を調節しましょう。
必要以上に高い圧力で散布すると薬液が細かい霧状になって周辺に飛散しやすくなります。
「ドリフト低減ノズル」を使用すると、薬液の飛散を抑えることができます。

▼ほ場の周辺部での散布は特に注意しましょう。
スピードスプレーヤの旋回時には外側の噴霧は必ず止め、手散布に切り替えるなど
飛散を防ぐために細心の注意を払いましょう。
「農薬飛散防止ネット」の設置も検討してください。
薬液は毎回使い切るようにしましょう。

▼タンクやホースはきちんと洗浄しましょう。
使い終わったら、直ちにしっかりと洗浄をしましょう。
タンクは隅々まで、ホースの中も十分に洗浄してください。
洗浄した水が河川に流れ込まないように注意してください。

▼防除日誌はすぐに書きましょう。
農薬散布の記録を忘れないようにきちんと記帳してください。
防除日誌は、必ず出荷前にＪＡや直売所へ提出してください。

散布しようとする農作物と周辺の農作物に共通して登録がある農薬を使うように心がけましょう。
飛散の可能性が少ない粒剤や基準値超過のおそれがない生物農薬、天然系農薬などの選択も考えてください。

前

中

後
直売所に出荷している皆さんも気をつけて！

農薬は基準どおりに使用すれば残留準値を超えることはありません。

農薬を散布する

農薬の散布

農薬を散布した

に
使
い
ま
し
ょ
う
！

基本的には、全ての農薬等について農作物中の残留基準値が設定されています。
残留農薬基準値を超えた農薬成分が残留している場合、その農作物は出荷する
ことはできません。

■残留農薬のポジティブリスト制度とは？安全・
安心な農作

物を栽培するために



　12月 12日、笛吹市のスコレーセンターで、令和元年度果樹・野菜セミナーの表彰授与式が行われました。
　当ＪＡからは、下記の４名の方々が受賞されました。
　今後も果樹・野菜産地として益々の発展にご協力をお願い致します。
　おめでとうございました。
　（写真左から、小池一夫組合長、雨宮守様ご家族、矢崎義仁様、渡辺和捷様、山下正彦様、中村長年専務）

最優秀園（雨宮　守氏）の取り組み
　今回、最優秀園に輝いたＪＡふえふき御坂西支所管内の雨宮　守氏の園は、昨年県下で多発した「せん孔細菌病」
の発生が見られなかったことも高く評価され今回の受賞につながりました。
「せん孔細菌病」は、一度感染すると元に戻るまで数年かかるとされる難防除病害のため地域全体で徹底した防除が
必要です。
　今回、紹介する内容は、雨宮　守氏の「せん孔細菌病」への取り組みです。
　昨年は管内において「せん孔細菌病」が多発し、収穫量の大幅な減収に繋がりましたが、雨宮氏のほ場は、各地
に多発生のほ場が見られるなか、果実被害はほぼ見られませんでした。これには過去に「せん孔細菌病」の被害に
苦労した経験が活かされています。
　平成 30年の秋に二つの台風が直撃し、直ちにボルドー液の散布を２回実施しましたが、昨春僅かながら発病が
見られたため、春期防除と開花期から春型枝病斑（スプリングキャンカー）を見落とさないよう２度に渡って枝の
せん除、また、落花期から薬剤散布（アグレプト液剤２回、マイコシールド２回）を徹底したことで、夏型枝病班
（サマーキャンカー）の発生もなく、果実の被害もほとんどありませんでした。さらに翌年の発生密度をおさえるた
めに秋季防除も徹底しました。
　雨宮氏の取り組みは「せん孔細菌病」の防除の基本事例でもありますので、皆様においても防除暦を参考に、徹
底した防除に取り組んで頂きますようお願い致します。

令和元年度褒章者
果樹　もも（川中島白桃・紅錦香）の部

会長賞 特　別　賞 受　賞　者
最優秀賞 農 林 水 産 大 臣 賞 雨宮　　守様
優 秀 賞 県 知 事 賞 渡辺　和捷様

　　　ぶどう（ハウスシャインマスカット）の部
会長賞 特　別　賞 受　賞　者

優 秀 賞 関 東 農 政 局 長 賞 矢崎　義仁様
優 秀 賞 県 知 事 賞 山下　正彦様

笛吹農業協同組合では、令和３年度採用職員募集を下記のとおり行います。
Ⅰ．募集職種
　　ＪＡ事業全般（営業、事務）
Ⅱ．募集要項
　１．応募資格
　　　令和３年３月に大学院修士課程修了、または大学、短期大学、高等専門学校、専門学校を卒業し　
　　た方（卒業後２年以内に限る）及び卒業見込みの者
　２．応募方法
　　①　必ずマイナビ 2021 からエントリーしてください。
　　②　マイナビよりエントリーシートを作成し、令和２年４月 24 日（金）までに提出して下さい。
　３．選考プロセス
　　①　一次選考：書類選考（４月下旬）
　　②　二次選考：面接（５月上旬）
　　③　三次選考：筆記試験（５月 22 日（金））
　　④　四次選考：面接（６月上・中旬）
　４．待遇
　　　給与等・福利厚生・勤務地・勤務時間・休日休暇についてはマイナビ 2021 を参考にして下さい。
　５．お問い合わせ先
　　　　〒 406 － 0822　笛吹市八代町南 561
　　　　笛吹農業協同組合　企画総務部人事課　℡　055 － 265 － 1600
　　　　担当 /岩澤、三枝

令和３年度採用 職員募集について（新卒者）

令和元年度　第23回山梨県果樹・野菜セミナー



ローンセンターから農業資金のお知らせ
農業近代化資金 ＪＡ農機ハウスローン
当初５年間　0.00％ 当初３年間　0.20％

『資金使途』
機 械 器 具：SS・管理機・高所作業車・運搬機・チッパー・乗用草刈り機
　　　　　　　軽トラック・ミニバックホー　等

建物・構築物：ビニールハウス・雨よけハウス・農作業場・農機具倉庫　等

※保証協会の保証を付させていただきます。保証料については、実質負担0.00％となり
　ます。

※借入には審査があり、ご希望に添えない場合があります。また、利子補給・保証料助
　成事業には予算枠があります。尚、状況に応じて利息負担等が発生する場合がありま
　すのでご了承ください。

　審査～貸出実行までには一定の期間を要しますので、お急ぎの方はお早めにローンセ
ンター担当者までお問い合わせください。

ＪＡふえふき　ローンセンター　　0120-604143

無料相談会のご案内
・年金相談会（どなたでもＯＫ）
　令和２年 ５ 月 21 日  ㈭ 八 代 支 所
　令和２年 ５ 月 28 日  ㈭ 境 川 支 所
　令和２年 ９ 月 10 日  ㈭ 岡 部 支 所
　令和２年 ９ 月 17 日  ㈭ 石 和 支 所
　令和２年 ９ 月 24 日  ㈭ 豊 富 支 所
・法律相談会（組合員限定）
　令和２年 ３ 月 27 日  ㈮ 本 所
・税務相談会（組合員限定）
　令和２年 ３ 月 17 日  ㈫ 本 所
・ローン相談会（どなたでもＯＫ）
※令和２年 ３ 月 14 日  ㈯ 本 所
※令和２年 ４ 月 19 日  ㈰ 〃
※令和２年 ５ 月 16 日  ㈯ 〃
※令和２年 ６ 月 21 日  ㈰ 〃
※令和２年 ７ 月 18 日  ㈯ 〃
※令和２年 ８ 月 23 日  ㈰ 〃

ご相談は予約制となりますので最寄り支所の
支所長までお申込み下さい。
《開催時間》
法律相談は組合員限定で
　午後１時から４時まで（１回30分）
税務相談は組合員限定で
　午後１時 30 分から４時まで（１回３０分）

ご相談は予約優先となりますので、各支所信
用窓口までお申込み下さい。
《開催時間》
年金相談会・ローン相談会は
　　平日　午前９時から午後４時まで
　※土日　午前10時から午後３時まで



ＪＡふえふき各支所信用窓口まで
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19159990071

※車両諸費用保障特約加入・共済金のお支払いには一定の条件がございます。 
※代車費用共済金については事故の日から30日を限度に実損害額を保障します。 
  代車費用共済金日額(限度額)は、ご契約のお車の用途車種に応じて「3,000円、5,000円、 
  7,000円および10,000円」の４区分から選択できます。 
※この資料は、概要を説明したものです。詳細につきましては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。 
  また、ご契約の際には、「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約のしおり・約款」を必ずご覧ください。 

代車の軽トラックがないかも・・・。 
荷台の農作物に被害があるかも・・・。 

お問い合わせは 

車両諸費用保障特約に加入していれば 

軽トラックに安心を載せませんか？ 

農繁期に軽トラックで事故があったら・・・ 

各支所共済窓口



突然の災害による
死亡・ケガに備えて

『普通傷害共済』

死亡 後遺障害 死亡 後遺障害

部位・症状別治療 重度後遺障害 部位・症状別治療 重度後遺障害

Ａ型 Ｂ型

■型の種類

共済金の種類 共済金の額 Ａ型 Ｂ型

死亡共済金 死亡共済金額と同額 〇 〇

後遺障害
共済金

後遺障害の程度に応じて死亡共済金額の
１００％（第１級）～５％（第１０級）

〇 〇

重度後遺障害
費用共済金

重度後遺障害の程度に応じて死亡共済金額の
２０％（Ａ級）または１０％（Ｂ級）

〇 〇

災害にあわれた日以後２００日以内に
入院をされたとき、
または入院をされなかった場合で、
５日以上の通院をされたとき

部位・症状別治療共済金額の

５倍～１２０倍
（●詳細は「部位・症状別支払倍率表」をご覧ください。）

〇 -

災害にあわれた日以後２００日以内に
入院をされなかった場合で、
５日未満の通院をされ、
治療または施術が完了したとき

部位・症状別治療共済金額の

２倍
〇 -

●共済金のお支払事由は、いずれも共済期間内に発生した災害を直接の原因とするものに限ります。

●「災害」とは、急激かつ偶発的な外来の事故による被害をいいます。ただし、所定の事故による被害を除きます。

●１回の事故にかかる死亡共済金と後遺障害共済金の合計額は、死亡共済金額が限度となります。

●死亡共済金は、死亡の原因となった災害と同一の災害による後遺障害共済金を既に支払ったまたは請求を受けた場合は、死亡共済金の額から既に

　支払ったまたは請求を受けた額を控除した残額をお支払いします。

●重度後遺障害費用共済金は、災害にあわれた日以後３０日以内に被共済者が死亡された場合にはお支払いしません。

●「入院」や「通院」には、それぞれ医師または歯科医師による治療の他に、柔道整復師による施術やあんま・マッサージ・指圧師、はり師もしくは

　きゅう師による施術も対象となる場合があります。

部位・症状別
治療共済金

治療または施術
を受けたとき

共済金の支払事由

死亡のとき
災害にあわれた日以後２００日以内に死亡されたとき

後遺障害のとき
災害にあわれた日以後２００日以内に所定の後遺障害（第１級～第１０級）
の状態になられたとき

重度後遺障害のとき
災害にあわれた日以後２００日以内に所定の重度後遺障害（Ａ級・Ｂ級）
の状態になられたとき

年齢によって加入限度があります。

0歳～49歳 50歳～69歳 70歳～80歳 81歳～99歳

死亡共済金額 1,000万円 1,000万円 500万円 50万円

部位・症状別治療共済金額 7,500円 5,000円 2,000円 2,000円

■加入限度

加入年齢
共済金額

■共済金のお支払条件とお支払額

●上表の他に、傷害共済には通算加入限度があります。 

ＪＡの 
●普通傷害共済 交通事故をはじめ、日常生活の中における不慮の事故で死亡されたり、負傷されたり 

したときに共済金をお支払いします。また、０歳から９９歳までご加入いただけます。 

 ぜひ『自動継続制度』を 

        ご利用ください。 
  前契約と同内容で契約する場合には 

  申込書を作成せずに基本的に共済掛金 

  入金により契約が継続できます。 

■次の方はご加入いただけません。※詳細はＪＡまでお問い合わせください。

　■個人加入の場合
　　ア)年齢が１００歳以上の方

　　イ)所定の病気・障害等を有する方

　　ウ)所定の職業に従事する方

　　エ)共済期間（共済のご契約期間）が１か月以下の契約にご加入になるときで、その間に行う行為が所定の職種の作業内容に該当する方

各支所共済窓口までお問い合わせは 〔19159990018〕



シジミとセリのペンネ
■材料（２人分）
　ペンネ　100ｇ、セリ　１束、オリーブ油　大さじ２、ニンニク　１
　片、シジミ　200ｇ、水　２と１/２カップ、塩・こしょう　適宜
■作り方
　1　鍋にオリーブ油とつぶしたニンニクを入れ熱し、ニンニクの香りが
　　　立ったらシジミと水を入れ強火にかける。
　2　途中あくを取りながら４分の１ほどに煮詰める。
　3　鍋に塩を入れて沸かし、ペンネをゆでる。
　4　ゆで上がったペンネを2に入れ、シジミのだしをしっかりと吸わせ、
　　　長めに切ったセリを入れ、塩・こしょうで味を調え出来上がり。

畑の様子（揚げ焼き野菜の温サラダ）
■材料（２人分）
　アスパラガス　２本、ニンジン　１本、スプラウト　適宜、松の実　適宜、
　煮詰めたバルサミコ　適宜、岩塩　適宜、小麦粉　適宜、オリーブ油　
　大さじ３
■作り方
　1　ニンジン、アスパラガスはスティック状に切り、小麦粉をはたいて
　　　おく。
　2　フライパンにオリーブ油を入れ熱し、1をじっくりと揚げ焼きして
　　　火を通す。
　3　平皿に2を盛り付け煮詰めたバルサミコで線を描き、岩塩を振り、
　　　松の実、スプラウトを散らし畑の様子を表現する。

ごはんごはん

もう一品もう一品

牡羊座（3/21～4/19）
【全体運】上昇運です。周りの様子を見なが
らゆったり進めましょう。いい感じでまとま
り、あなたへの信頼も深まります
【健康運】無理は禁物です。疲れたら早めに
休んで
【幸運の食べ物】フキのとう

天秤座（9/23～10/23）
【全体運】あちこちから声がかかり、交通整
理が大変かも。自分の意見をちゃんと伝えて。
あいまいにしておくと困ることに
【健康運】準備体操と休憩が大事。無理のな
い運動を
【幸運の食べ物】ルッコラ

蠍座（10/24～11/22）
【全体運】対人運が活発化。待っていた吉報
も入りにっこりできそう。ただ交際費がかか
るのが玉にきず。家計簿を付けて
【健康運】ダンスやグループで楽しむスポー
ツが◎
【幸運の食べ物】シラス

射手座（11/23～12/21）
【全体運】問題続出で頭が痛いかも。失言に
は気を付けて。下旬から運勢は急上昇。相手
を思いやる気持ちが困難解消へ
【健康運】暴飲暴食に注意。漢方薬の効果に
期待
【幸運の食べ物】タラの芽

山羊座（12/22～1/19）
【全体運】滞っていたことが進みだし波に乗
れます。リーダーシップを発揮して◎。仲間
外れを作らない気遣いで人気者に
【健康運】頑張り過ぎないで。発熱、歯痛に
は注意
【幸運の食べ物】タケノコ

水瓶座（1/20～2/18）
【全体運】お金の問題が持ち上がり慌てそう。
冷静に対処すれば大丈夫です。防犯を心掛け
家族で詐欺対策の話し合いを
【健康運】質の良い睡眠が健康を支えてくれ
ます
【幸運の食べ物】ニシン

魚座（2/19～3/20）
【全体運】活発に動くほどラッキーに巡り合
えます。外出、人と会う予定を優先して。シ
ョッピング運も好調。くじ運あり
【健康運】新しい健康法を試してみましょう
【幸運の食べ物】ナバナ

牡牛座（4/20～5/20）
【全体運】良好です。疎遠だった人とも連絡
が取れ、うれしいニュースも。近距離の旅行
にもツキが。お花見の計画を立てて
【健康運】体力アップのチャンス。運動量を
増やして
【幸運の食べ物】サワラ

双子座（5/21～6/21）
【全体運】予定通りに進まずイライラするこ
とが。でも、下旬には解消。連絡の悪さは小
まめな確認でカバーしましょう
【健康運】以前やっていた健康法を復活させ
ると◎
【幸運の食べ物】春キャベツ

蟹座（6/22～7/22）
【全体運】ハプニング運ですがラッキー要素
もいっぱい。予想外のことを楽しむ気持ちが
開運につながります。臨機応変に
【健康運】何でもやり過ぎず規則正しくを心
掛けて
【幸運の食べ物】カラシナ

獅子座（7/23～8/22）
【全体運】春がそこまで来ています。暖かく
なってからすることの準備を先取りすると、
幸運の呼び水に。新プランにツキ
【健康運】リラックスを心掛けて。温かい飲
み物を
【幸運の食べ物】レモン

乙女座（8/23～9/22）
【全体運】行動的なほどツキに恵まれます。
歓送迎会の計画を立てるなど、人と会う行動
を大切に。うれしいハプニングも
【健康運】筋力アップの好機。ハードな運動
も◎
【幸運の食べ物】ツクシ

今月のあなたの運勢 ３月　　モナ・カサンドラ

シェフ永井のおすすめ
永井智一（ながい　ともかず）

茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレジン）」

オーナーシェフ



第 125号 Ｊ Ａ ふ え ふ き だ よ り 令和２年３月１日 発行

15 発行／笛吹農業協同組合　　笛吹市八代町南 561　　編集／総合企画課  ☎ 055-265-1600

７ １ ５ ２ ３ ４ ９ ８ ６

８ ３ ９ ６ ５ １ ４ ７ ２

６ ４ ２ ７ ９ ８ １ ３ ５

５ ９ ７ ４ ６ ２ ８ １ ３

３ ６ ８ ５ １ ９ ２ ４ ７

１ ２ ４ ８ ７ ３ ５ ６ ９

４ ８ ３ ９ ２ ６ ７ ５ １

２ ５ ６ １ ８ ７ ３ ９ ４

９ ７ １ ３ ４ ５ ６ ２ ８

答　え

　

ふ
え
ふ
き
だ
よ
り
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー
に
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
十
名
の
方
に

粗
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
ふ
え
ふ
き
だ
よ
り

に
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

　

皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
誌
作

り
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

郵便はがきに、右記の要領
で記入しお送りください。

◎締　切　３月31日（火）消印有効
◎当選者を誌面で発表するとともに、
　粗品をお送りさせていただきます。
　また、お寄せいただいたご意見、
　個人情報等は、当組合の広報紙及
　び事業運営のみに参考にさせて頂
　きます。
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石　

倉　
　
　

豊

菊

嶋

節
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美
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前　

田　
　
　

瞳

加

藤

勝

志

有

泉

満

子

藤

巻

公

恵

山

下

初

美

丸

山

由

美

半　

田　

喜
代
子

様様様様様様様様様様

当

選

者

「
雪
辱
」
は
「
晴
ら
す
」
も
の
？

そ
れ
と
も
「
果
た
す
」
も
の
？

社会人の
ための

日本語
検定

プレゼントありますよ！数独 二重枠に入った数字
の合計はいくつ？

出題・ニコリ
ルール
⑴　空いているマスに、１から９までの数字のどれ
　　かを入れます。
⑵　タテ列（９列）、ヨコ列（９列）、太線で囲まれ
　　た３×３のブロック（それぞれのマスあるブロ
　　ックが９つ）のいずれにも１から９までの数字
　　が１つずつ入ります。

６ ５ ３

１ ９ ２

５ １

８ ５

２ ３

４ １

３ ２

８ ６ ４

９ ６ ７

次
の
よ
う
な
こ
と
を
言
う
と
き
、（
　
　
）

の
部
分
は
ど
ち
ら
の
言
い
方
が
適
切
で
し

ょ
う
か
。
適
切
な
方
を
選
ん
で
、
番
号
で

答
え
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
一
回
戦
敗
退
の
雪
辱
を（
　
　
　
）

べ
く
、
今
我
々
は
猛
特
訓
中
だ
。

⑴
　
晴
ら
す

⑵
　
果
た
す

【
　
　
　
】
の
よ
う
な
場
面
で
、
―
―
部

分
は
ど
の
よ
う
な
言
い
方
を
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
。
＊
に
示
し
た
条
件
に
合
う

適
切
な
言
い
方
と
な
る
よ
う
に
、（
　
　
）

に
入
る
漢
字
一
字
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

【
上
役
に
企
画
書
の
説
明
を
し
に
来
る
よ

う
に
電
話
で
言
わ
れ
て
】

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
ご
説
明

に
（
　
　
　
）
が
り
ま
す
。

＊
「
行
く
」
こ
と
を
「
参
る
」
以
外
の
敬

　
語
を
使
っ
て
言
う

問
一　

言
葉
の
意
味　

３
級

問
二　
　

敬
語　
　

２
級

問三

前
号
の
解
答
・
解
説

問
一　

⑴

「
切
り
上
げ
る
」
は
下
一
段
活
用

動
詞
で
あ
り
、可
能
表
現
は
未
然

形
「
切
り
上
げ
」
に
「
ら
れ
る
」

を
付
け
る
。
し
た
が
っ
て
、
⑴

「
切
り
上
げ
ら
れ
（
そ
う
）」
が

適
切
。
⑵
「
切
り
上
げ
れ
（
そ

う
）」
は
、
抜
き
言
葉
で
不
適
切
。

問
二　

⑶

姿
勢
な
ど
が
整
っ
て
い
て
、
き
ち
ん
と
し
て
い
る

様
子
を
表
す
、
⑶
「
端
然
」
が
適
切
。
⑴
「
慄
然
」

は
、
ぞ
っ
と
す
る
様
子
を
、
⑵
「
唖
然
」
は
、
意

外
な
こ
と
な
ど
を
前
に
し
て
言
葉
を
失
う
様
子
を

表
す
。

問
三

〒 406-0822

笛
吹
市
八
代
町
南　

五
六
一

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

　

総
合
企
画
課

　

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
係

①
答
え 

問
一
・
問
二
・
問
三

②
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　

職
業

③
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
や
ふ
え

　

ふ
き
だ
よ
り
へ
の
ご
意

　

見
ご
要
望
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広域農道

至豊富 広域農道

ＪＡふえふき
御 坂 西 支 所
第 二 共 選 場

尾山

至一宮

至石和

笛
吹
市
花
鳥
の
里

□
ス
ポ
ー
ツ
広
場

Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き

農
機
自
動
車

セ
ン
タ
ー

至
河
口
湖

旧
国
道
１
３
７

岡
区
入
口

高
家
南

高
家 大

野
寺

●とき令和２年3月14日(土)
午前9:00～午後3:00

●ところＪＡふえふき御坂第二共選場

◆金物一般他　 ◆果物

◆倉庫・車庫他 ◆靴・長靴・作業用手袋他

同 時 開 催

協賛◆クボタ・やまびこ・初田・丸山・ヤンマー
	 イセキ・各自動車メーカー他

セット動噴

バ
ッ
テ
リ
ー
動
噴

刈払機 チェーンソー

超特価

令和２年度農機具休日修理対応日程表

ただし、9月の『ＪＡふえふき農・自展示会』と10月の『ＪＡふえふきまつり』の開催日には休業させて頂きます。
その他、当ＪＡの都合により変更となる場合もありますが、ご了承くださいます様お願い致します。

御坂工場（土曜日対応）

3月21日㈯ ６月６日㈯

28日㈯ 13日㈯

４月４日㈯ 20日㈯

11日㈯ 27日㈯

18日㈯ ９月５日㈯

25日㈯ 12日㈯

５月２日㈯ 19日㈯

９日㈯ 26日㈯

16日㈯ 10月３日㈯

23日㈯ 10日㈯

30日㈯ 17日㈯

　八代・一宮工場（日曜日対応）

３月22日㈰ ６月14日㈰

29日㈰ 21日㈰

４月５日㈰ 28日㈰

12日㈰ ９月６日㈰

19日㈰ 13日㈰

26日㈰ 20日㈰

５月10日㈰ 27日㈰

17日㈰ 10月４日㈰

24日㈰ 11日㈰

31日㈰ 18日㈰

６月７日㈰

  修理期間　　　　修理時間
３月～６月　AM8：30～PM12：30
９月～10月　AM8：30～PM12：30

専用携帯電話番号

八代工場
　090－1531－5058

御坂工場
　080－1240－2552

一宮工場
　080－1240－2551

土曜日対応
　御坂工場

日曜日対応
　八代・一宮工場

軽トラック
タイヤ

春の農業機械・自動車展示会


